



Transition of the Suginami city basic environmental plan 
 






















































旨文などをみると、主要な改定理由は大きく 2 つに分類される。 
A． 地球温暖化、環境汚染、エネルギー問題など社会状況の変化（全ての改
定）、環境に関連する法・条例の制定及び改正（2010 年改定） 





は 1999 年及び 2010 年であり[15]、その時期に新たな基本構想が策定された。












































































































区内の年間二酸化炭素排出量の目標は、2003 年改定から 2013 年改定まで、





が掲げていた目標（2020 年において 2005 年比で 3.8%の削減）を、新たな目
標として設定している[18]。区内の年間二酸化炭素排出量は、2001 年度から 2015
年度まで増減を繰り返しているが、2015 年度の排出量は 2018 年改定の目標を
既に下回っている。区内年間エネルギー消費量は、2013 年改定での目標（2010



























学スモッグ被害届出者数 0 人が目標として設定され、2012 年度までに概ね達成さ
れた。2013 年改定では、原因物質である光化学オキシダント濃度の環境基準達成
が目標とされたが、対象期間に達成されることはなかった。光化学オキシダント
の環境基準は短期的評価（1 時間値が 0.06ppm 以下）であり[20]、全国的にも環境
基準の達成率は著しく低い（2016 年度の国内達成率 0.1%[21]）。この状況を踏まえ
て、2018 年改定では、光化学スモッグ注意報発令回数 0 が目標とされている。光
化学オキシダントは、窒素酸化物と非メタン炭化水素（後述の VOC を含む）の
光化学反応により生成される。窒素酸化物のうち二酸化窒素は、2003 年改定で環








である。2017 年度では、神田川年平均 0.8mg/L（0.5～1.1）、妙正寺川年平均 1.4  
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基準とは別に BOD の環境目標（0.8 及び 1.0mg/L）を設定してきた。表 3 の BOD




































面積に占める割合”である[13]。区緑被率の調査は、1972 年以降 5 年毎に行っ
ている。2003 年改定以降、緑被率の目標は上方修正され、2018 年改定では 25%

















象として、主要な目標が掲げられている。表 5 及び 6 に示すように、都市環境 
14 
表 5 都市環境に関わる環境目標と達成状況 
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